
整形外科 
 
a. 体制 

人員としては部長 2 名、副部長 3 名、医院 1 名、レジデント 1 名の 7 名体制であっ

た。内容は、松田康孝部長（脊椎担当）、田村治郎部長（人工関節担当）、麻田義之

副部長（上肢、手の外科担当）、西田晴彦副部長（スポーツ整形担当）、太田雅人副

部長（脊椎担当）、石井啓介医師（脊椎担当）、正木勇希医師（外傷外科担当）であ

る。若手の医師不足は問題であるが、平成 23 年度よりレジデント 1 名（柴代紗代医

師）の増員予定である。 
 
b. 診療実績 

外科系診療科の実績としてはもっともわかりやすい手術件数と手術内容を記載する。

整形外科年間手術数 
脊椎外科 

頚椎 73 例 
胸･腰椎 183 例 

関節外科 
股関節 人工関節       48 例 
 人工骨頭       19 例 
 その他         5 例 
膝関節 人工関節             118 例 
 半月板手術       19 例 

腱・靭帯再建術        6 例 
その他        11 例 

 肩関節 人工関節・人工骨頭     0 例 
  その他        14 例 
 その他の関節         9 例 
外傷外科 
 骨接合術 上肢               45 例 
   下肢               55 例 
 再接着術                0 例 
 その他の外傷                 8 例 
手の外科                       88 例 
腫瘍外科 
 良性腫瘍                6 例 
 原発性悪性腫瘍                1 例 
 転移性悪性腫瘍                1 例 
その他の手術                 0 例 
 
手術総数                      709 例 
 
c. 研究実績 
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